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１．はじめに

企業の使用者は，企業秩序を定立し維持するために，従業者を管理監督する権限を有する．



４．むすびにかえて

※※※※，モチベーションの低下，CSRの観点からの社会的評価の低下など，将来的な利益逸失又はコスト負担を考慮すれば当然であろう．
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